
ISSN 0385-9487

東 洋 大 学 文 学 部 紀 要 第 66 集

インド哲学科篇

XXXVIII

初
期
の
禪
宗
が
日
本
の
佛
教
に
與
え
た
影
響

│
大
安
寺
道
璿
を
中
心
に
│

書
写
山
の
一
遍
上
人

イ
ン
ド
古
代
法
に
お
け
る「
寄
託
」概
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い
て

│A
rthaśāstra

の
例
か
ら
│

「
グ
シ
ュ
メ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ル
リ
ン
ガ
」の
縁
起
譚

│『
シ
ヴ
ァ
・
プ
ラ
ー
ナ
』第
四
巻「
コ
ー
テ
ィ
・
ル
ド
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・
サ
ン
ヒ
タ
ー
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第
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│
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│
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研
究
室
報
告

①　

本
年
度
は
、
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
十
二
日
に｢

新
入
生

研
修
旅
行
・
秩
父
札
所
巡
り｣

を
行
っ
た
。
三
十
四
ヶ
所
か
ら
、
札
所

一
番
（
誦
経
山
四
萬
部
寺
）、
札
所
二
十
三
番
（
松
風
山
音
楽
寺
）、
札

所
三
十
一
番
（
鷲
窟
山
観
音
院
）
の
三
ヶ
所
を
選
び
、
バ
ス
で
巡
っ
た
。

新
入
生
に
は
大
い
に
好
評
で
、
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②　

本
年
度
も
六
月
二
日
に
「
東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座
」
の
一

環
と
し
て
、
イ
ン
ド
哲
学
科
主
催
、
東
洋
大
学
仏
教
青
年
会
協
力
に
て
、

真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
に
よ
る
「
聲
明
公
演
：
雲
上
の

祈
り
─
奈
良
長
谷
寺
勤
行
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
六
月
二
十
一
日
に
は

モ
ニ
ー
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
ヤ
ク
舞
踊
団
に
よ
る「
イ
ン
ド
伝
統
舞
踊
カ
タ
ッ

ク
公
演
」、
十
月
三
日
に
は
「
カ
ラ
リ
・
サ
ン
ガ
ム
」
一
団
に
よ
る
「
イ

ン
ド
伝
統
武
術
カ
ラ
リ
パ
ヤ
ッ
ト
ゥ
公
演
」
を
開
催
し
た
。
た
く
さ
ん

の
出
演
者
の
皆
様
の
好
演
を
賜
っ
た
。
出
演
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

③　

本
年
度
、
特
別
講
義
を
拝
聴
し
た
先
生
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

田
中
公
明
先
生
（
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
研
究
員
）

「
マ
ン
ダ
ラ
の
歴
史
的
発
展
と
そ
の
意
味
」
平
成
二
十
五
年
一
月
十
七

日
（
木
）
三
時
限

「
Ｃ
Ｇ
を
利
用
し
た
マ
ン
ダ
ラ
の
図
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
平
成
二
十
五

年
一
月
十
七
日
（
木
）
五
時
限

④　

本
年
度
も
大
学
院
の
公
開
研
究
発
表
会
を
春
学
期
（
六
月
二
十
日
）

と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
八
日
）
に
開
催
し
た
。
春
学
期
は
、
中
村
玲

太
（
Ｄ
１
）、
藤
森
晶
子
（
Ｄ
３
）、
三
澤
祐
嗣
（
Ｄ
３
）、
オ
ー
ダ
ム

（
Ｄ
３
）
に
よ
る
研
究
発
表
、
な
ら
び
に
板
敷
真
純
、
尾
上
海
、
小
林

史
子
、
堤
博
枝
、
橋
本
順
正
、
林
明
音
、
藤
井
明
の
七
名
の
大
学
院
新

入
生
研
究
計
画
発
表
が
あ
っ
た
。
秋
学
期
は
鮫
島
有
理
（
Ｍ
１
）、
中

村
玲
太
（
Ｄ
１
）、
井
原
知
子
（
Ｄ
３
）
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
ま
た

チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
（
Ｄ
３
）
に
よ
る
博
士
論
文

「Lokappadīpakasāra

（『
世
間
灯
明
精
要
』）
の
研
究
」
提
出
報
告

が
あ
っ
た
。

　

な
お
秋
学
期
の
発
表
会
に
先
立
っ
て
、
下
田
正
弘
先
生
（
東
京
大
学

大
学
院
教
授
）
の
講
演
「
大
乗
経
典
の
研
究
方
法
を
再
考
す
る
」
を
拝

聴
し
た
。

⑤　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
井
原
知
子
、
ウ
リ
ジ

ジ
リ
ガ
ラ
、
藤
森
晶
子
の
各
氏
が
担
当
し
た
。

⑥　

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
Ⅰ
部
が
四
六
名
、
Ⅱ
部

が
六
名
で
あ
り
、
大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
一
名
で
あ
っ
た
。
本

年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
校
友
会
奨
学
基
金

　
　

学　

部　

�

鈴
木
伸
幸
（
Ⅰ
部
）、
グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
ク
ト
ゥ
ト
・

プ
ス
パ
ワ
テ
ィ
（
Ⅱ
部
）

　
　

大
学
院　

鮫
島
有
理
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・
勧
学
奨
学
基
金

　
　

学　

部　

伊
藤
頼
人
（
Ⅰ
部
）、
三
宮
惠
定
（
Ⅱ
部
）

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金

　
　

学　

部　
�

高
木
俊
次
（
Ⅰ
部
）、
伊
藤
綾
夏
（
Ⅰ
部
）、
古
屋
千
瑛

（
Ⅰ
部
）

⑦　

本
年
度
、
渡
辺
章
悟
教
授
が
六
月
三
十
日
に
、
鶴
見
大
学
で
開
催
さ

れ
た
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
の
総
会
の
席
上
で

〈
鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞
〉（
平
成
二
十
四
年
度
）
を
受
賞
し
た
。
受
賞

の
対
象
は
平
成
二
十
一
年
に
山
喜
房
佛
書
林
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
金
剛

般
若
経
の
研
究
』
で
あ
る
。

⑧　

な
お
学
科
改
組
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
東
洋
思
想
文
化
学
科

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
に
と
も
な
い
、
本
号
を
も
っ
て
『
東
洋
学
論
叢
』

は
最
終
号
と
し
、
来
年
度
か
ら
は
中
国
哲
学
文
学
科
の
雑
誌
で
あ
る

『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
と
合
併
し
て
『
東
洋
思
想
文
化
』

と
改
称
す
る
予
定
で
あ
る
。
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平
成
二
十
四
年
度
業
績
（
平
成
二
十
四
年
一
月
～
十
二
月
）

竹
村
牧
男

〈
著
書
〉

『
日
本
浄
土
教
の
世
界
』、
大
東
出
版
社
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
、

九
～
二
八
六
頁

『
日
本
仏
教　

思
想
の
あ
ゆ
み
』、
浄
土
宗
、
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
、

三
～
三
五
八
頁

『〈
宗
教
〉
の
核
心　

西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
に
学
ぶ
』、
春
秋
社
、
平

成
二
十
四
年
十
月
二
十
日
、
一
～
二
五
九
頁

〈
論
文
〉

「
共
に
生
き
る
い
の
ち
の
つ
な
が
り
─
仏
教
の
見
方
か
ら
─
」、『
点
か
ら

線
へ
』
第
六
十
号
、
石
川
県
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
、
平
成
二
十
四

年
三
月
三
〇
日
、
一
一
二
～
一
五
〇
頁

〈
そ
の
他
〉

西
山
茂
・
佐
古
弘
文
・
竹
村
牧
男
鼎
談
「
日
蓮
思
想
の
現
代
的
意
義
─
─

西
山
宗
教
社
会
学
の
歩
み
か
ら
」、『
中
外
日
報
』
紙
、
平
成
二
十
四
年

八
月
三
十
日
号

「
井
上
円
了
の
生
涯
」、
東
洋
大
学
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
、
学
校
法
人
東
洋

大
学
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
一
～
四
三
頁

「
井
上
円
了
の
哲
学
・
思
想
」、
東
洋
大
学
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
、
学
校
法

人
東
洋
大
学
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
一
～
四
五
頁

「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」、
東
洋
大
学
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
、
学
校
法
人

東
洋
大
学
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
一
～
四
四
頁

「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」、
東
洋
大
学
編
著
『
哲
学
を
し
よ
う
─
─

考
え
る
ヒ
ン
ト
３０
』、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
二
～
一
〇
頁

〈
学
会
発
表
等
〉

「
井
上
円
了
の
哲
学
思
想
」、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
第

５
回
研
究
会
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
六
日
、
第
二
会
議
室（
白
山
校
舎
）

「
自
然
共
生
社
会
の
思
想
的
基
盤
を
探
る
─
─
仏
教
の
立
場
か
ら
」、

T
IEPh

・ICA
S

共
催
国
際
セ
ミ
ナ
ー

「
環
境
の
危
機
と
人
間
の
危
機
─
─
自
然
と
共
生
す
る
社
会
と
は
」、
平
成

二
十
四
年
三
月
十
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
六
三
一
七
番
教
室

「
親
鸞
と『
大
乗
起
信
論
』
─
─
報
身
・
報
土
の
問
題
を
中
心
に
」、
早
稲
田

大
學
東
洋
哲
學
會
第
二
九
回
大
會
（
招
待
講
演
）、
平
成
二
十
四
年
六
月

九
日
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
三
三
─
二
号
館
二
階
第
一
会
議
室

「『
大
乗
起
信
論
』の
人
間
観
」、
第
一
回
韓
・
中
・
日
国
際
仏
教
学
術
大

会
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
性
・
如
来
蔵
思
想
の
受
容
と
変
容
」
に
お

け
る
基
調
講
演
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
、
フ
ェ
ラ
ム
ホ
ー
ル

（
ソ
ウ
ル
市
・
フ
ェ
ラ
ム
タ
ワ
ー
三
階
）

「
井
上
円
了
の
哲
学
に
つ
い
て
」、
ア
ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所

（CEEJA

）・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
日
本
学
学
科
・
東
洋
大
学
国
際
哲

学
研
究
セ
ン
タ
ー
（IRCP

）
共
催
国
際
井
上
円
了
学
会
フ
ラ
ン
ス
集

「
井
上
円
了
と
そ
の
時
代
」、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
、
ア
ル
ザ
ス
欧

州
日
本
学
研
究
所
（CEEJA

）
会
議
室
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日
本
仏
教
学
会
二
〇
一
二
年
度
学
術
大
会
「
信
仰
と
は
何
か
─
仏
弟
子

と
い
う
こ
と
─
」
道
元
部
会
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。
平
成

二
十
四
年
九
月
十
三
日
、
京
都
・
花
園
大
学
無
聖
館

「
井
上
円
了
の
哲
学
に
つ
い
て
」、
国
際
井
上
円
了
学
会
設
立
大
会
記
念
公

開
講
演
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日
、
東
洋
大
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

（
白
山
校
舎
二
号
館
一
六
階
）

「
人
生
の
苦
を
見
つ
め
て
─
─
仏
教
の
立
場
か
ら
」、
第
三
一
回
日
本
医
学

哲
学
・
倫
理
学
会
特
別
講
演
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、
金
沢

大
学
医
薬
保
健
学
域
保
健
学
類
・
鶴
間
地
区
（
金
沢
市
小
立
野
）

〈
講
演
〉

「
日
本
に
お
け
る
共
生
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
」、N

PO

法
人
日
本
ト
ル

コ
文
化
交
流
会
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日
、
新
東
京
ビ
ル
一
〇

階
（
西
新
宿
）

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
考
え
る
─
─
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
て
」、

第
三
回
聖
徳
大
学
真
理
教
育
相
談
所
主
催
講
演
会
、
平
成
二
十
四
年
三

月
二
十
四
日
、
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
（
聖
徳
大
学

一
〇
号
館
、
千
葉
県
松
戸
市
）

「
良
寛
さ
ま
と
禅
の
こ
こ
ろ
」、
曹
源
寺
文
化
講
演
会
、
平
成
二
十
四
年
四

月
二
十
九
日
、
曹
源
寺
（
愛
知
県
豊
明
市
）

「
日
本
人
の
哲
学
─
─
空
海
か
ら
西
田
へ
」、
筑
波
大
学
特
別
講
義
～
大
学

と
学
問
～
第
三
回
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
日
、
筑
波
大
学
講
堂

「
円
了
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
」、
日
本
工
業
倶
楽
部
・
素
修
会
、
平
成

二
十
四
年
五
月
九
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部
（
東
京
・
丸
の
内
）

「
東
洋
大
学
の
創
立
者　

井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
創
立
一
二
五

周
年
記
念
事
業
・
全
国
行
脚
講
演
会
東
京
会
場
、
平
成
二
十
四
年
六
月

十
日
、
井
上
円
了
ホ
ー
ル
（
東
洋
大
学
白
山
校
舎
五
号
館
）

「
東
洋
大
学
の
創
立
者　

井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
創
立
一
二
五

周
年
記
念
事
業
・
全
国
行
脚
講
演
会
in
名
古
屋
、
平
成
二
十
四
年
七
月

八
日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
、
国
際
会
議
室
（
三
号
館
三
階
）（
名
古
屋

市
熱
田
区
）

「
東
洋
大
学
の
創
立
者　

井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
創
立

一
二
五
周
年
記
念
事
業
・
全
国
行
脚
講
演
会
in
福
岡
、
平
成
二
十
四

年
八
月
四
日
、
福
岡
ソ
フ
ト
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

「
自
然
と
の
共
生
と
日
本
の
思
想
」、
平
成
二
十
四
年
度
公
益
社
団
法
人
生

命
科
学
振
興
会
北
海
道
支
部
例
会
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
自
然
と
の

共
生
と
日
本
人
の
絆
～
私
は
、
家
族
は
、
隣
人
は
、
民
族
は
、
国
家
は
、

い
か
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
～
」、
平
成
二
十
四
年
八
月
十
八
日
、
か

で
る
２
・
７
（
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
五
階
、
五
二
〇
研
修
室
）

「
東
洋
大
学
の
創
立
者　

井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
創
立

一
二
五
周
年
記
念
事
業
・
全
国
行
脚
講
演
会
in
仙
台
、
平
成
二
十
四

年
九
月
一
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
二
階
、
橘
（
大
会
議
室
）

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
校
友
会
茨
城
県
支
部
特
別
講
演

会
、
平
成
二
十
四
年
九
月
九
日
、
甲
子
亭
（
牛
久
市
田
宮
町
）

「
井
上
円
了
の
人
と
思
想
」、
東
洋
大
学
文
化
講
演
会
in
牛
久
、
平
成

二
十
四
年
十
月
十
三
日
、
東
洋
大
学
附
属
牛
久
高
等
学
校

「
人
間
力
育
成
の
大
学
教
育
を
め
ざ
し
て
」、
鎌
倉
女
子
大
学
学
術
研
究
所
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設
立
記
念
講
演
会
、
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
、
鎌
倉
女
子
大
学

「
西
田
の
禅
思
想
」、
宗
教
間
対
話
研
究
所
第
六
十
四
回
月
例
研
究
会
、
平

成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
港
区
芝
）

「
日
本
浄
土
教
の
世
界
」、
宗
元
会
例
会
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一

日
、
日
本
財
団
ビ
ル
二
階
（
東
京
・
虎
ノ
門
）

〈
講
座
等
〉

「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」、
経
営
学
部
疋
田
ゼ
ミ
、
平
成
二
十
四
年
五
月

三
十
一
日
、
白
山
一
号
館
教
室

天
台
宗
・
高
野
山
真
言
宗
・
神
社
本
庁
主
催
、
伝
統
宗
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
宗
教
と
環
境
─
自
然
と
の
共
生
」
に
お
け
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
提
言
を
担
当
。
平
成
二
十
四
年
六
月

二
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」、
理
工
学
部
特
別
授
業
、
平
成
二
十
四
年
六
月

十
一
日
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
教
室

「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」、
平
成
二
十
四
年
度
福
島
県
支
部
甫
水
懇
談

会
・
支
部
総
会
、
平
成
二
十
四
年
七
月
七
日
、
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

（
郡
山
市
）

「
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」、
附
属
姫
路
高
校
高
大
連
携
特
別
講

義
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日
、
白
山
校
舎
五
Ｂ
一
二
よ
り
配
信

「
唯
識
哲
学
に
つ
い
て
」、
生
命
科
学
部
特
別
授
業
、
平
成
二
十
四
年
十
一

月
十
四
日
、
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
理
事
）
／
比

較
思
想
学
会
（
理
事
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
理
事
）
／
東
方
学
会
（
会

員
）
／
共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
（
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）・
自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

国
際
井
上
円
了
学
会
会
長

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

大
学
院
：
日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

　

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

学
長　

理
事
／
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
所
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学

研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

宮
本
久
義

〈
論
文
〉

「『
ト
リ
ス
タ
リ
ー
セ
ー
ト
ゥ
』
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
の
規
則
」（
単
著
、�

『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
七
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
五
集
〉、

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
、
一
五
五
～
一
六
八
頁
）
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〈
そ
の
他
〉

事
典
項
目
執
筆
「
ユ
ガ
」（
単
著
、
辛
島
昇
ほ
か
監
修
『［
新
版
］
南
ア
ジ

ア
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日
、
八
二
一

～
八
二
二
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
常
務
理
事
、
十
月
五
日
ま
で
事
務
局
長
）
／
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
建
築
史
学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲

学
会
（
理
事
）

学
会
参
加
等

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
に
参
加
、
鶴
見
大
学
、
平

成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
～
七
月
一
日

　

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
第
二
五
回
全
国
大
会
参
加
、
東
京
外
国
語
大
学
、

平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
～
七
日

〈
調
査
活
動
〉

「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
等
と
の
多
文
化
共
生
関

係
の
実
地
調
査
」
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
～
二
十
一
日
、
ス
リ
ラ

ン
カ
・
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
、
シ
ギ
ー
リ
ヤ
、
ポ
ロ
ン
ナ
ー
ル
ワ
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
、
カ
タ
ラ
ガ
マ
、
ゴ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ボ
に
お
い
て
、
仏
教
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
間
の
共
生
関
係
の
実
態
調
査
を
行
う
。

「
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
多
文
化
共
生
研
究
集
会
・
現
地
調
査
」、
平
成

二
十
四
年
八
月
二
十
三
日
～
三
十
日
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
・
テ
ィ
ン
プ
ー

に
て
研
究
集
会
、
パ
ロ
、
テ
ィ
ン
プ
ー
、
プ
ナ
カ
に
て
現
地
調
査

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤
研
究
」

に
所
属
し
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述

（
科
学
研
究
費
・
基
盤
Ａ
）」（
連
携
研
究
者
、
代
表
：
水
野
善
文
［
東

京
外
国
語
大
学
］）
古
典
文
学
研
究
班
に
所
属
し
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

学
の
研
究
を
行
う

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
現
代
思
想
（
Ⅰ
部
）

現
代
の
イ
ン
ド
（
Ⅰ
部
）

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
（
Ⅱ
部
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
入
門
」（
Ⅰ
・
Ⅱ

部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
ガ
ン
ジ
ス
川
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
環
境
問
題
」（
平
成

二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
②「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
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一
回
担
当

「
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
心
と
身
体
」（
平
成
二
十
四
年
六
月

二
十
一
日
）

全
学
総
合
Ⅱ
Ａ
「「
妖
怪
学
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
」（
Ⅰ
・
Ⅱ

部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
イ
ン
ド
に
も
百
鬼
夜
行
─
ア
ジ
ア
の
妖
怪
（
一
）」（
平
成

二
十
四
年
六
月
五
日
）

共
通
総
合
Ⅷ
「
校
友
会
寄
附
講
座
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

「
井
上
円
了
の
外
道
哲
学
」（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
六
日
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）二
回
担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
」（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
七

日
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
③
（
現
代
）」（
平
成
二
十
四

年
十
一
月
一
日
）

　

大
学
院
：�

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

　
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後

期
課
程
）

学
外
担
当
科
目専

門
語
学
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
」
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
（
通
年
）

総
合
講
座
「
東
洋
医
学
の
人
間
科
学
」
中
、「
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」を
担
当
、
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部（
平

成
二
十
四
年
十
二
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
）

〈
社
会
的
活
動
〉

公
開
講
座
「
イ
ン
ド
文
学
に
お
け
る
モ
ラ
ル
と
イ
ン
モ
ラ
ル
」
東
洋
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
「
東
洋
思
想

へ
の
誘
い
」、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

講
演
「
現
代
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教　

─　

再
考
：
イ
ン

ド
人
の
思
考
法
」
東
京
浅
草
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
平
成
二
十
四
年
七

月
六
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

講
演
「
イ
ン
ド
神
話
の
世
界
」
上
田
・
民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
平
成

二
十
四
年
十
一
月
十
日
、
さ
く
ら
国
際
高
校

講
演
「
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
イ
ン
ド
の
神
さ
ま
た
ち
」
特
別
展
「
華
麗

な
る
イ
ン
ド
神
話
の
世
界
」
関
連
企
画
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
一

日
、
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館

講
演
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
世
界
観
と
人
生
観
」
府
中
市
民
講
座
、
平
成

二
十
四
年
十
二
月
十
一
日
、
府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
財
）
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
評
議
員

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
／
大
学
院
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
／

校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
会
委
員
／
井
上
円
了
記
念
研
究
助

成
金
運
営
委
員
会
委
員
／
自
然
科
学
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
副
セ
ン

タ
ー
長
／
教
職
課
程
運
営
委
員
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
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橋
本
泰
元

〈
論
文
〉

“Kabīrʼs dohā

：its H
istory and Concepts,

” N
agasaki, H

iroko 

（ed.

）, Indian and Persian Prosody and R
ecitation, D

elhi

：

Saujanya Books, 2012, pp.163

～172.

〈
そ
の
他
〉

「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
諸
宗
教
の
『
共
生
』」『
中
外
日
報
』
平
成

二
十
四
年
六
月
二
十
三
日
号
、
五
頁

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
上
座
部
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
共
生
に
関
す

る
実
地
調
査
」、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
～
三
月
二
十
二
日
、
コ

ロ
ン
ボ
、
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
、
シ
ギ
ー
リ
ヤ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
カ
タ
ラ

ガ
マ
、
ゴ
ー
ル
に
て
調
査
。

「
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
多
文
化
共
生
研
究
集
会
・
現
地
調
査
」
東
洋
大
学

国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
）
予
算
に
て
平
成
二
十
四

年
八
月
二
十
三
日
～
八
月
三
十
日
、
パ
ロ
、
テ
ィ
ン
プ
ー
、
プ
ナ
カ
各

地
に
て
、「
国
民
総
幸
福
量
」
政
策
の
実
現
状
況
を
、
自
然
と
の
共
生

策
・
宗
教
政
策
の
観
点
か
ら
実
地
調
査
。
他
の
参
加
者
は
ユ
ニ
ッ
ト
長

宮
本
久
義
、
研
究
員
永
井
晋
、
研
究
助
手
堀
内
俊
郎
、RA

三
澤
祐
嗣
、

客
員
研
究
員
斎
藤
明
、
客
員
研
究
員
井
上
忠
男
。

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究（
Ａ
）］
研
究
代

表
者
：
水
野
善
文
［
東
京
外
国
語
大
学
］
連
携
研
究
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
（
秋
学
期
）（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②
（
中
世
）」（
十
一
月

十
七
日
、
六
時
限
）

「
ス
ィ
ク
教
と
聖
者
」（
十
一
月
二
十
四
日
、
六
時
限
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
「
聲
明
講
演
」（
六
月
二
日
主
催
）

校
友
会
寄
附
講
座
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
─
哲
学
を
如
何
に

教
育
す
る
の
か
」（
七
月
二
十
一
日
、
五
時
限
）

　

大
学
院
：�
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
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程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後

期
課
程
）

学
外
担
当
科
目大

正
大
学
学
部
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

文
学
部
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
所
長

／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

〈
社
会
的
活
動
〉

団
体
役
員
等

　

大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

渡
辺
章
悟

〈
著
書
〉

『
絵
解
き
般
若
心
経
─
般
若
心
経
の
文
化
的
研
究
』（
単
著
、
ノ
ン
ブ
ル
社
、

平
成
二
十
四
年
五
月
、
全
二
四
九
頁
）

〈
論
文
〉

「
六
国
史
に
み
る
般
若
経
」（
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
四
九
号
、
東
洋
大

学
附
置
東
洋
学
研
究
所
、
平
成
二
十
四
年
三
月
、
一
一
一
～
一
三
三
頁
）

「
般
若
心
経
研
究
の
現
在
」（
単
著
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
〇
号

第
二
巻
、
平
成
二
十
四
年
三
月
、
二
八
一
～
二
八
二
頁
第
六
二
回
印
仏

学
会
パ
ネ
ル
報
告
、
パ
ネ
ル
代
表
者
と
し
て
）

「
般
若
経
の
成
立
過
程
─
智
の
展
開
を
中
心
と
し
て
」（
単
著
、『
経
典
と

は
何
か
（
二
）
─
経
典
の
成
立
と
展
開
受
容
』
日
本
仏
教
学
会
編
、

二
九
～
六
二
頁
、
平
楽
寺
書
店
、
平
成
二
十
四
年
七
月
）

〈
特
別
講
義
・
講
演
〉

「
奮
闘
哲
学
」
東
洋
大
学
校
友
会
寄
附
講
座
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
、
平

成
二
十
四
年
一
月
七
日

「『
般
若
心
経
』の
描
く
世
界
」（
ブ
ッ
ダ
に
聴
く
─
大
乗
経
典
を
中
心
に
─
）

武
蔵
野
大
学
オ
ム
ニ
バ
ス
仏
教
講
座
、
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

「『
般
若
心
経
』
を
読
む
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
平
成
二
十
四
年
四
月
九
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま

で
一
二
回
、
川
崎
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
：
武
蔵
小
杉

「
大
乗
仏
教
論
」
東
京
国
際
仏
教
塾
、
本
郷
：
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
ビ

ル
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
日

「
維
摩
居
士
の
倫
理
と
は
」（
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
─
イ
ン
ド
文
化
・
仏
教

の
倫
理
思
想
─
）
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
、
東
洋
大
学
白

山
校
舎
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
三
日

「
今
、
な
ぜ
井
上
円
了
か
」
長
崎
県
諫
早
市
：
東
洋
大
学
校
友
会
長
崎
支

部
、
平
成
二
十
四
年
七
月
八
日

「
赤
十
字
の
思
想
と
仏
教
の
憐
愍
」
日
本
赤
十
字
秋
田
看
護
大
学
：
秋
田

市
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日

「
絵
で
読
み
解
く
般
若
心
経
─
江
戸
時
代
の
南
部
絵
文
字
文
化
─
」
黄
檗

勉
強
会
、
黄
檗
宗
洞
雲
寺
：
東
京
都
豊
島
区
池
袋
、
平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
九
日
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〈
翻
訳
〉

「
お
経
の
真
意
─
般
若
心
経
・
観
音
経
の
現
代
語
訳
」（『
神
仏
参
拝
の
由

来
と
作
法
が
わ
か
る
本
』
新
人
物
往
来
社
、
二
九
六
～
三
〇
六
頁
、
平

成
二
十
四
年
十
二
月
）

〈
そ
の
他
〉

「
誰
で
も
読
め
る
般
若
心
経
─
南
部
・
盛
岡
藩
で
流
行
し
た
絵
文
字
文
化
」

『
在
家
佛
教
』
平
成
二
十
四
年
一
月
号
、
社
団
法
人
在
家
仏
教
協
会
、

四
四
～
四
七
頁

「『
般
若
心
経
』
か
ら
見
た
観
自
在
菩
薩
と
空
」（『
佛
教
文
化
』
第
一
五
八

号
、
一
三
～
一
九
頁
、
東
京
国
際
仏
教
塾
、
平
成
二
十
四
年
八
月
十
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
常
務
委
員
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委

員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日

本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教

学
会（
会
員
）／
国
際
仏
教
学
会IA

BS

（
会
員
）／
国
際
真
宗
学
会（
会
員
）

学
会
参
加
等

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
に
参
加
、
鶴
見
大
学
、
平

成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
～
七
月
一
日
（
常
務
委
員
・
理
事
と
し
て
常

務
委
員
会
・
理
事
会
に
も
参
加
）

〈
調
査
活
動
〉

「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
等
と
の
多
文
化
共
生
関

係
の
実
地
調
査
」
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
～
二
十
一
日
、
ス
リ
ラ

ン
カ
・
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
、
シ
ギ
ー
リ
ヤ
、
ポ
ロ
ン
ナ
ー
ル
ワ
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
、
カ
タ
ラ
ガ
マ
、
ゴ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ボ
に
お
い
て
、
仏
教
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
間
の
共
生
関
係
の
実
態
調
査
を
行
う
。

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）第
三
ユ
ニ
ッ
ト「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤
研
究
」

に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
。

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の

受
容
と
変
容
」（
研
究
代
表
者
）

「
仏
教
用
語
の『
日
英
基
準
訳
語
集
』構
築
に
向
け
て
の
総
合
的
研
究
」（
文

科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］、
研
究
代
表
者
・ 

斎
藤
明
［
東

京
大
学
］、
研
究
分
担
者
）

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

　
「
大
乗
仏
教
と
は
何
か
」（
五
月
十
二
日
、
六
時
限
）
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「
大
乗
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
十
九
日
、
六
時
限
）

校
友
会
寄
附
講
座
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
六
回
担
当
な
ら

び
に
全
体
責
任
者

「
井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か

─
そ
の
生
涯
と
実
践
」（
四
月
十
四
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
─
円
了
は
海
外

で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か
─
」（
七
月
十
四
日
、
五
時

限
）

「
春
学
期
講
義
の
ま
と
め
・
通
常
試
験
」（
七
月
二
十
八
日
、
五

時
限
）
休
講

「
哲
学
館
か
ら
東
洋
大
学
へ
」（
九
月
二
十
九
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
の
生
涯
を
か
け
た
熱
き
戦
い
─
最
後
の
著
作�

『
奮
闘
哲
学
』
に
よ
る
」（
一
月
五
日
、
五
時
限
）

「
講
座
の
ま
と
め
・
平
常
試
験
」（
一
月
十
九
日
、
五
時
限
）

　

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課
程
）

　

学
外
担
当
科
目
：�

大
正
大
学
大
学
院「
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」通
年

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
「
仏
教
学
と
環
境
問
題
」

半
期

　

博
論
審
査
担
当
：�

チ
ャ
イ
ト
ン
デ
ィ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ッ
ポ
ン
氏
（
東
洋

大
学
提
出
）
の
主
査
、
石
上
和
敬
氏
（
東
京
大
学
提

出
）
の
副
査
、
庄
司
史
生
氏
（
立
正
大
学
提
出
）
の

副
査

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

教
職
課
程
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運
営
委
員
・
研
究
所

員
・『
東
洋
学
』
編
集
委
員
）
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
／
大
学
院
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
主
任

〈
社
会
的
活
動
〉

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会（
委
員
）／（
公
財
）全
日
本
仏
教
会
国
際
交
流
審
議
会（
委

員
）／（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
研
究
員
）／（
特
財
）
大
法
輪
育
英
会
奨
学

生
選
考
委
員
会
（
委
員
）／（
般
財
）
仏
教
学
術
振
興
会
（
評
議
員
）

伊
吹　

敦

〈
論
文
〉

「
東
山
法
門
的
修
行
生
活
以
及
禪
觀
的
意
義
」（
単
著
、
莊
國
彬
主
編
『
佛

教
禪
坐
傳
統
研
討
會
論
文
集
』
法
鼓
佛
學
院
論
叢
４
、
法
鼓
文
化
〈
台

北
〉、
平
成
二
十
四
年
一
月
、
一
六
九
～
一
九
九
頁
）

「
墓
志
銘
所
見
初
期
禅
宗
」（
単
著
、『
宗
教
研
究
』
二
〇
一
〇
、
中
国
人

民
大
学
佛
教
与
宗
教
学
理
論
研
究
所
編
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
平
成

二
十
四
年
三
月
、
一
九
一
～
二
二
五
頁
）

「「
東
山
法
門
」
と
国
家
権
力
」（
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
四
九
号
、
平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
、
四
〇
三
～
四
三
六
頁
）

「「
大
乗
五
方
便
」
の
成
立
と
展
開
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
五

号
〈
イ
ン
ド
哲
学
科
篇
第
三
七
号
〉、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
、

一
頁
～
六
二
頁
）
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〈
そ
の
他
〉

「
南
宋
・
金
の
衰
亡
と
禅
（
下
之
中
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
二
」

（『
禅
文
化
』二
二
三
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
、
六
三
～
七
二
頁
）

「
南
宋
・
金
の
衰
亡
と
禅
（
下
之
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
三
」

（『
禅
文
化
』
二
二
四
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日
、
一
四
二
～

一
五
〇
頁
）

「
モ
ン
ゴ
ル
の
中
国
支
配
と
禅
（
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
四
」

（『
禅
文
化
』二
二
五
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
、
六
四
～
七
二
頁
）

「
モ
ン
ゴ
ル
の
中
国
支
配
と
禅
（
中
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

三
五
」

（『
禅
文
化
』
二
二
六
、
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
、
一
〇
二
～

一
一
〇
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
会
員
）
／

財
団
法
人
東
方
学
会
（
会
員
）

学
会
発
表
等

　
「
初
期
の
禪
宗
が
日
本
の
佛
教
に
與
え
た
影
響
─
大
安
寺
道
璿
を
中
心

に
─
」（
平
成
二
十
四
年
五
月
四
日
、
玄
奘
大
學
語
文
教
學
曁
文
化
交

流
國
際
學
術
研
討
會
、
玄
奘
大
学
、
台
湾
・
新
竹
）

　
「
禪
宗
の
成
立
と
佛
性
觀
の
變
容
」（
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
三
日
、

第
一
回
韓
中
日
国
際
仏
教
学
術
大
会
、
フ
ェ
ラ
ム
・
ホ
ー
ル
、
韓
国
・

ソ
ウ
ル
）

　
「
道
璿
は
天
台
教
學
に
詳
し
か
っ
た
か
？
」（
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十

日
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
、
鶴
見
大
学
）

　
「
日
本
古
文
献
所
見
中
国
早
期
禅
宗
─
以
大
安
寺
道
璿
撰
《
集
注
梵
網

経
》
為
中
心
」（
平
成
二
十
四 

年
一
一
月
四
日
、
第
三
届
世
界
漢
学
大

会
、
人
民
大
学
、
北
京
・
中
国
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
Ⅰ
部
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

禅
の
思
想
（
春
学
期
）（
Ⅱ
部
）

仏
教
を
歩
く
（
春
学
期
）（
Ⅱ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

　
「
中
国
仏
教
と
は
何
か
」（
五
月
二
十
六
日
、
六
時
限
）

　
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
六
月
二
日
、
六
時
限
）

校
友
会
寄
附
講
座
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
─
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米

峰
な
ど
」（
十
一
月
十
日
、
五
時
限
）

　

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）
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学
外
担
当
科
目

　

大
学
院
：�「
仏
教
学
特
殊
研
究
」（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
、
一
回
担

当
、
五
月
二
十
三
日
）

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

イ
ン
ド
哲
学
科
Ⅰ
部
主
任
、
文
学
部
内
資
格
審
査
委
員
会
委
員
、
東
洋
大

学
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
〈
社
会
活
動
〉

公
開
講
座
「
禅
に
倫
理
は
あ
る
か
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公

開
講
座
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
〉

六
月
十
六
日
、
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

山
口
し
の
ぶ

〈
論
文
〉

「
西
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」『
朝
倉
世
界
地
理
講
座
４
』（
立
川
武

蔵
・
杉
本
良
男
・
海
津
正
倫
編
）、
朝
倉
書
店
、
平
成
二
十
四
年
六
月
、

三
一
五
～
三
二
二
頁
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
南
ア

ジ
ア
学
会（
会
員
）／
日
本
佛
教
学
会（
理
事
）／
日
本
西
蔵
学
会（
会
員
）

／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー

リ
学
仏
教
文
化
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
（
Ⅰ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
何
か
」（
七
月
七
日
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
七
月
一
四
日
）

校
友
会
寄
附
講
座
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
─
明
治
の
取
経
僧
・
河
口
慧
海

と
能
海
寛
」（
十
一
月
十
七
日
）

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期
課
程
）

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

第
二
部
イ
ン
ド
哲
学
科
主
任
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋

大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
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沼
田
一
郎

〈
論
文
〉

「
贖
罪
」
規
定
の
変
容
とdharm

a

文
献
の
構
造
」（
単
著
、『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
第
六
一
巻
第
一
号
、
二
三
九
～
二
四
五
頁
）

「D
harm

asūtra
文
献
に
お
け
る
贖
罪
規
定
の
位
置
づ
け
」（
単
著
『
東
洋

学
論
叢
』
第
三
七
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
五
集
〉、
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
日
、
四
一
～
四
九
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
・
幹
事
）
／
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ
ア

法
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）
／

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
・
特
別
講
義

　
「
贖
罪
規
定
の
変
容
か
ら
見
たdharm

a

文
献
の
構
造
」（
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
、
第
一
部
会
、
平
成
二
十
四
六
月
三
十

日
、
鶴
見
大
学
）

　
「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
倫
理
と
社
会
規
範
─
ダ
ル
マ
（dharm

a
）
と

〈
法
〉
概
念
の
接
点
─
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
ユ

ニ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
法
〉
概
念
の
時
間
と
空
間
─
法
の
多
様
性

と
そ
の
可
能
性
を
探
る
」
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日　

東
洋
大
学

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
運
営
委
員
・
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
Ⅱ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）二
回
担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
①（
古
代
）」（
十
一
月
十
二

日
）

「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
」（
十
二
月
八
日
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当
「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
実
践
倫

理
（
七
月
十
二
日
）

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究

所『
東
洋
学
研
究
』編
集
委
員
／
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
研

究
員
／
文
学
部
予
算
委
員
会
委
員
／
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
委
員

〈
社
会
的
活
動
〉

東
洋
大
学
講
師
派
遣
事
業
〔
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕「
だ
れ
が
聴
き
、

だ
れ
が
見
る
の
か 

─
「
わ
た
し
」
の
本
質
」（
平
成
二
十
四
年
十
一
月

十
六
日　

水
戸
市
内
原
中
央
公
民
館
）

公
開
講
座
「
古
代
イ
ン
ド
思
想
の
行
為
軌
範
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
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タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の

誘
い
〉
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
六
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

模
擬
講
義
（（
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
）「
世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
と
日
本
─
そ
の
過

去
と
未
来
─
」（
平
成
二
十
四
年
七
月
十
四
日　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

岩
井
昌
悟

〈
論
文
〉

「
今
は
無
佛
時
代
か
有
佛
時
代
か
？
─
佛
の
遺
骨
と
生
き
て
い
る
佛
」（
単

著
、『
東
洋
学
論
叢
』
第
三
六
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
五

集
〉、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
、
九
一
～
一
一
八
頁
）

〈
そ
の
他
〉

「
原
始
仏
典
（
経
・
律
）
と
は
」（
単
著
、『
大
法
輪
』
第
八
号
〈
特
集
─

今
こ
そ
読
み
た
い
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
─
原
始
経
典
の
世
界
〉、
平
成

二
十
四
年
八
月
一
日
、
七
四
～
七
八
頁
）

〈
学
会
発
表
等
〉

「
菩
薩
の
信
（saddhā

）
に
つ
い
て
─
─
佛
も
ま
た
過
去
佛
の
佛
弟
子
か
」

日
本
佛
教
学
會
第
八
二
回
二
〇
一
二
年
度
学
術
大
會
、
平
成
二
十
四
年

九
月
十
四
日
、
花
園
大
学

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
（
井
上
円
了
の
倫
理
観
の
変
遷
）
─
井
上
円

了
の
忠
と
孝
─
」
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
１
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
会
、

平
成
二
十
四
年
、
十
月
三
一
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
号
館

二
階
第
二
会
議
室

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文

化
学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教

の
受
容
と
変
容
」
の
研
究
分
担
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
教
育
活
動
〉

学
内
担
当
科
目

　

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

パ
ー
リ
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

初
期
仏
教
の
思
想
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

　
「
初
期
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月
二
十
一
日
、
六
時
限
）

　
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
四
月
二
十
八
日
、
六
時
限
）

校
友
会
寄
附
講
座
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

　
「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
─
井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
六
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月
二
十
三
日
、
五
時
限
）

〈
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
〉

白
山
図
書
館
運
営
委
員
／
入
試
委
員
会
委
員
／
情
報
機
器
運
営
委
員
会
委

員
／
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・

運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

〈
社
会
的
活
動
〉

講
座
「
初
期
仏
教
と
倫
理
」（
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ
〈
東
洋
思
想
へ
の
誘
い
─
イ
ン
ド
文

化
・
仏
教
の
倫
理
思
想
〉、
平
成
二
十
四
年
六
月
九
日
、
東
洋
大
学
白

山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
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平
成
二
十
四
年
度
演
習
ゼ
ミ
活
動
報
告

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
池
尾
和
恵
（
三
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
八

名
、
三
年
生
十
四
名
、
二
年
生
十
二
名

③
活
動
報
告

　

今
年
度
はR. S. Sharm

a

：Indiaʼs A
ncient Past, O

U
P, 2006

を

講
読
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
社
会
、
文
化
を
概
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

英
語
の
講
読
と
言
う
こ
と
で
こ
れ
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
途
中
か
ら
は
担

当
者
を
決
め
ず
に
、
訳
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
研
究
発
表

と
卒
論
指
導
が
ゼ
ミ
活
動
の
柱
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
三
年
生
の

段
階
か
ら
卒
論
を
視
野
に
入
れ
た
内
容
を
要
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。
後
者
の
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、
四
年
生
を
「
卒
論
指

導
」
と
し
て
別
扱
い
と
し
、
ゼ
ミ
へ
の
出
席
を
義
務
づ
け
な
か
っ
た
。
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い

て
教
員
と
の
討
論
を
通
し
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
卒
業

論
文
は
早
く
か
ら
取
り
組
ん
だ
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
差
が
出
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
イ
ン
ド
地
誌
」
も
昨
年
度
に
続
い
て
実
施
し
た
。
こ
れ
は
メ
ン
バ
ー

が
任
意
に
選
ん
だ
州
、
都
市
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
最
大
限
収
集
し
て
報

告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
充
実
し
た
発
表
が
多
か
っ
た
が
、
ウ
ェ
ブ

情
報
の
扱
い
や
発
表
態
度
に
つ
い
て
は
、
よ
り
き
め
細
か
い
指
導
が
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
期
か
ら
は
テ
ー
マ
を
自
由
に
設
定
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
た
。
ゼ
ミ
活
動
へ
の
活
発
な
参
加
を
期
待
し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
運
営
を
学
生
に
任
せ
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

宮
本
久
義

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー　
（
春
学
期
）
幹
事
：
幹
事
：
松
井
走
馬
、
副
幹
事
：
目
黒
見
、

（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
十
名
、
三
年
生
八
名
、
二
年
生
十
九
名
、（
秋
学

期
）
幹
事
：
齊
藤
拓
馬
、
副
幹
事
：
湯
浅
輝
音
（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生

十
名
、
三
年
生
七
名
、
二
年
生
十
八
名

③
活
動
報
告

　

例
年
通
り
四
つ
の
班
が
年
間
を
通
し
て
研
究
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ

れ
に
関
連
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
あ
る
い
は
外
国
語
文
献
の
一
部
を

読
解
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
た
だ
し
ゼ
ミ
の
人
数
が
多
い
の
で
、
希

望
の
多
か
っ
た
文
化
班
は
Ａ
、
Ｂ
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
哲
学

班
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
に
取
り
組
み
、
宇
宙
の
根
本
原
理
で
あ
る

ブ
ラ
フ
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
、
さ
ら
に
聖
音
オ
ー
ム
の
思
想
的
意
義
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
文
学
班
は
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
の
戯
曲
研
究
を

テ
ー
マ
と
し
、
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
諸
作
品
や
『
チ
ャ
ト
ゥ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
』
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を
中
心
に
道
化
（
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー
シ
ャ
カ
）
や
粋
人
（
ヴ
ィ
タ
）
の
役
割
の

解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
古
典
文
学
・
芸
能
鑑
賞
の
基
礎
と
な
る
ラ
サ

の
理
論
や
現
代
文
学
を
扱
う
学
生
も
い
て
、
多
彩
な
発
表
が
聞
け
た
。
神

話
班
は
創
造
神
話
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
聖
典
、
叙
事

詩
、
法
典
類
、
プ
ラ
ー
ナ
聖
典
な
ど
に
説
か
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
創
造
神
話

の
特
徴
を
追
究
し
た
。
さ
ら
に
、
他
の
文
化
圏
の
創
造
神
話
と
の
比
較
も

行
っ
た
。
文
化
班
Ａ
は
芸
術
を
テ
ー
マ
と
し
、
イ
ン
ド
古
典
音
楽
が
欧
米

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
与
え
た
影
響
や
、
刺
繍
の
意
匠
に
込
め
ら
れ
た
女

性
の
願
い
、
宝
石
と
イ
ン
ド
占
星
術
の
関
係
な
ど
、
興
味
あ
る
発
表
が
な

さ
れ
た
。
文
化
班
Ｂ
の
テ
ー
マ
は
イ
ン
ド
の
偉
人
・
聖
者
の
研
究
で
、
カ

ナ
ー
ダ
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
サ
イ
バ
バ
、
ラ
ジ
ニ
ー
シ
ュ
、
マ
ハ
ー

ト
マ
ー
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ラ
ー
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
な
ど
、
哲

学
者
、
宗
教
者
、
政
治
家
の
生
涯
と
思
想
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
表

が
行
わ
れ
た
。

　

以
上
の
班
発
表
の
あ
い
だ
に
、
本
ゼ
ミ
で
は
四
年
生
は
も
と
よ
り
、
三

年
生
、
二
年
生
に
も
卒
業
論
文
（
制
作
）
に
向
け
て
の
中
間
構
想
を
発
表

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
皆
早
く
か
ら
研
究
課
題
を
見
つ
け

よ
う
と
す
る
努
力
が
見
ら
れ
た
。

　

夏
期
の
研
修
合
宿
は
九
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
鴨
川
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
で
行
っ
た
。
各
自
の
個
人
発
表
で
は
充
分
に
時
間
を
か
け
て
準
備
さ

れ
た
発
表
が
相
次
ぎ
、
ま
た
ゼ
ミ
生
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③

①
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー　

ゼ
ミ
長
：
玉
本
千
幸
（
三
年
生
）、
副
ゼ
ミ
長
：
小
林
祐
太

（
三
年
生
）、
他
四
年
生
九
名
、
三
年
生
（
正
副
ゼ
ミ
長
を
除
く
）
四
名
、

二
年
生
十
一
名
、

③
活
動
報
告

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
初
め
の
数
回
で
本
ゼ
ミ
の
授
業
の
主
旨
、
資
料

概
説
、
卒
業
論
文
を
視
野
に
入
れ
た
論
文
執
筆
方
法
な
ど
を
講
義
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
個
人
研
究
発
表
が
中
心
と
な
っ
た
。
内

容
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
と
神
観
念
、
儀
礼
、
中
世
バ
ク
テ
ィ
思
想
、

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

個
人
発
表
に
お
け
る
発
表
と
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
な
ど
の
提
示
方
法
も

徐
々
に
よ
く
な
っ
て
き
た
と
思
う
。
し
か
し
、
毎
年
度
の
反
省
点
と
同
じ

で
あ
る
が
、
参
考
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
邦
文
文
献
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
に
関
わ
る
原
典
を
読
み
英
文
研
究
資
料
を
批
判
的
に
読
む
と
い
う
訓
練

に
取
り
組
む
試
み
を
行
っ
た
が
、
断
続
的
に
し
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
自
主
的
研
究
発
表
と
平
行
し
て
、
四
年
生
の
卒
業
論
文
の
中
間
発

表
も
授
業
中
に
行
い
、
さ
ら
に
夏
期
研
修
合
宿
に
て
も
行
っ
た
。
三
年
時

か
ら
の
個
人
な
い
し
グ
ル
ー
プ
発
表
を
継
続
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
年
度
の
卒
論
発
表
も
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
結
果
と
し
て
質

の
良
い
論
文
が
多
か
っ
た
と
思
え
る
。
今
年
度
の
夏
期
研
修
合
宿
は
、
新

設
の
河
口
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
九
月
五
日
～
八
日
の
二
泊
三
日
で
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行
っ
た
。
四
年
生
の
卒
論
中
間
発
表
で
日
程
が
一
杯
と
な
り
、
と
て
も
充

実
し
た
、
ま
た
楽
し
く
夏
期
研
修
を
行
え
た
と
思
う
。

渡
辺
章
悟

①
テ
ー
マ
「
大
乗
仏
教
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
鈴
木
伸
幸
（
四
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
七

名
（
一
名
休
学
中
）、
三
年
生
七
名
、
二
年
生
一
名

③
活
動
報
告

　

本
ゼ
ミ
は
大
乗
仏
教
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
が
、
そ
の
分
野
は
イ
ン

ド
・
中
国
・
日
本
と
広
く
捉
え
、
分
野
を
限
定
せ
ず
に
多
様
な
視
点
か
ら

仏
教
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
進
め
方
は
、
毎
回
特

定
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
各
自
が
研
究
発
表
を
行
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
学
生
の
意
欲
的
な
研
究
活
動
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
り
、
調
査

し
、
纏
め
、
発
表
す
る
と
い
う
訓
練
を
兼
ね
て
い
る
。

　

本
年
は
前
期
に
羅
什
訳
『
維
摩
経
』「
不
二
法
門
品
」
を
講
読
し
た
。

維
摩
経
に
説
か
れ
る
「
不
二
の
思
想
」
を
原
文
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
と

で
、
大
乗
仏
教
の
思
想
を
知
る
格
好
の
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

後
期
は
従
来
の
方
針
通
り
、
ゼ
ミ
員
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
今
年
の

ゼ
ミ
は
構
成
人
数
か
ら
し
て
も
経
験
の
あ
る
四
年
生
が
中
心
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
に
良
く
ま
と
ま
っ
た
発
表
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
発
表

は
秋
学
期
の
み
と
言
う
制
限
も
あ
り
、
一
人
一
回
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で

は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
充
分
な
準
備
を
行
っ
て
、
発
表
に
臨
ん
だ
者
も

あ
っ
た
。
一
方
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
関
係
し
な
い
そ
の
場
し

の
ぎ
の
安
易
な
発
表
も
あ
り
、
如
何
に
準
備
を
し
て
研
究
発
表
に
臨
む
か

と
い
う
心
構
え
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。

　

夏
期
研
修
合
宿
は
、
担
当
教
員
が
体
調
不
良
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
秋
学
期
学
祭
期
間
の

連
休
を
利
用
し
て
、
一
昨
年
度
の
ゼ
ミ
卒
業
生
で
あ
る
麻
生
弘
融
氏
が
副

住
職
を
勤
め
る
広
島
県
安
国
寺
不
動
院
を
訪
ね
、
国
宝
の
建
造
物
や
文
書

な
ど
を
拝
観
す
る
機
会
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
遠
方
地
で
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
仏
教
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
仏
教
色
一
色
の
楽
し
い
研
修
旅
行
に
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
卒
論
提
出
者
は
六
名
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
校
友
会
賞
に
選

出
さ
れ
た
論
文
も
あ
っ
た
。

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤

①
テ
ー
マ
「
初
期
仏
教
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
杉
崎
希
望
（
三
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
三

名
、
三
年
生
九
名
、
二
年
生
三
名
、

③
活
動
報
告

　

本
年
度
も
昨
年
度
を
踏
襲
し
、
最
初
に
指
導
教
員
が
原
始
仏
教
聖
典
に

つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
後
は
、
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
を
視
野
に
入
れ
た

「
個
人
研
究
」
と
、
ゼ
ミ
生
全
員
に
よ
る
「
共
同
研
究
」
の
二
本
立
て
と
し
、

個
人
研
究
の
報
告
が
一
巡
し
た
ら
、
共
同
研
究
の
発
表
に
移
り
、
そ
れ
が
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終
わ
る
と
ま
た
個
人
研
究
に
戻
る
と
い
う
形
で
、
両
研
究
を
交
互
に
進
め

た
。
な
お
「
共
同
研
究
」
と
は
い
っ
て
も
各
人
が
主
体
的
に
同
一
テ
ー
マ

に
と
り
く
む
形
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
別
の
研
究
で
は
な
い
。

　

本
年
度
に
設
け
た
共
同
研
究
テ
ー
マ
は
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
恐
怖
と

は
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
各
ゼ
ミ

生
が
分
担
（
南
伝
大
蔵
経
で
一
人
三
～
四
冊
）
し
て
パ
ー
リ
聖
典
を
翻
訳

に
よ
っ
て
読
み
進
め
、
毎
回
読
ん
だ
箇
所
か
ら
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
な
ん
ら
か
の
発
表
を
行
っ
た
。
翻
訳
を
通
し
て
で
も
、
と
に
か
く
聖

典
に
直
接
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
指
導
教
員
側
に
あ
り
、
そ

の
点
は
達
成
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　

課
外
活
動
は
四
月
二
十
三
日
に
新
ゼ
ミ
生
歓
迎
コ
ン
パ
を
行
っ
た
ほ

か
、
八
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
の
日
程
で
河
口
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

て
夏
期
合
宿
を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
個
人
研
究
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

昨
年
度
の
秋
学
期
か
ら
幹
事
を
務
め
て
い
た
ゼ
ミ
生
が
休
学
し
た
た

め
、
三
年
生
が
四
月
か
ら
実
質
上
の
幹
事
を
務
め
る
異
例
の
事
態
が
あ
っ

た
。

　

四
年
生
一
人
が
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
。

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑥　

本
年
度
休
講

伊
吹　

敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

①
テ
ー
マ

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
古
屋
千
瑛
（
四
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
八

名
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
五
名

③
活
動
報
告

　

本
年
度
は
、
前
期
は
卒
論
に
関
す
る
発
表
を
中
心
に
、
ま
た
、
後
期
は

道
元
の
言
葉
を
弟
子
の
懐
奘
が
記
し
た
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
の
輪
読
を

中
心
に
授
業
を
行
っ
た
。
輪
読
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
適
当
に
区
切
り
、
担

当
者
を
決
め
て
、
各
自
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
発
表
を
し
て
も

ら
っ
た
。

　

日
本
と
中
国
の
仏
教
を
対
象
と
す
る
ゼ
ミ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昨

年
、
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
を
用
い
て
漢
文
訓
読
の
練
習
を
行
っ
た
の
で
、

今
年
は
和
文
の
文
献
を
読
む
こ
と
と
し
、
道
元
の
言
動
を
伝
え
る
『
正
法

眼
蔵
随
聞
記
』
を
輪
読
す
る
こ
と
に
し
た
。
道
元
の
肉
声
は
、
偉
大
な
人

間
の
存
在
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
お
り
、
魅
力
的
で
あ
る
し
、
そ
の
言
動

を
通
し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
道
元
教
団
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
で
、
文

献
を
深
読
み
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

学
生
た
ち
の
様
子
を
見
る
と
、
こ
の
目
的
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
あ
る

程
度
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

卒
論
指
導
は
、
授
業
中
の
内
容
発
表
と
研
究
室
で
の
個
別
指
導
を
随
時

行
っ
た
が
、
学
生
に
よ
っ
て
熱
意
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
で
き
あ
が
っ

た
卒
論
の
程
度
も
様
々
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
な
り
に
努
力
の
跡

は
認
め
ら
れ
、
一
定
の
水
準
に
は
達
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

課
外
活
動
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
を
何
度
か
行
っ
た
外
、
学
生
の
希
望
に

沿
っ
て
、
夏
季
休
暇
中
に
富
士
見
高
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合
宿
を
行
っ
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た
。
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
づ
け
の
時
間
を
過
ご
し
、
卒

論
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧

①
テ
ー
マ
「
密
教
研
究
お
よ
び
イ
ン
ド
・
仏
教
美
術
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
賀
集
桃
子
（
三
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生
九

名
、
三
年
生
四
名
、
二
年
生
十
一
名

③
活
動
報
告

　

本
年
度
春
学
期
は
英
語
の
文
献
講
読
を
行
い
、
秋
学
期
は
個
人
発
表
を

中
心
に
ゼ
ミ
を
進
め
た
。
英
語
の
文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、Robert E. Fisher

著
『
チ
ベ
ッ
ト
の
美
術
』（A

rt of T
ibet

）

を
使
用
し
、
学
生
が
和
訳
を
順
番
に
行
っ
た
。
二
年
生
は
は
じ
め
て
同
テ

キ
ス
ト
に
目
を
通
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
前
年
度
の
要
約
を
用
意
し
て

解
説
を
行
っ
て
か
ら
和
訳
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
英
文
講
読
は
内
容
解

説
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
分
量
が
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
き

ら
い
が
あ
っ
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進
め
、
内

容
的
に
も
少
し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

秋
学
期
に
は
学
生
が
一
人
ず
つ
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
仏
教
遺

跡
・
仏
像
・
マ
ン
ダ
ラ
な
ど
の
美
術
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
の
他
に
、
イ

ン
ド
文
学
、
空
思
想
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
格
差
社
会
等
現
代
の
諸
問
題
に
関

す
る
発
表
も
あ
り
、
内
容
的
に
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
四
年
生
は
卒
業
研

究
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発
表
を
行
っ
た
が
、
卒
論
作
成
の
進
捗
状
況
の
個

人
差
が
大
き
く
、
そ
れ
が
最
終
的
な
卒
論
の
出
来
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
他
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
埼
玉
県
秩
父
市
の
大

陽
寺
宿
坊
に
て
ゼ
ミ
合
宿
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
成
果
と
反
省
を
ふ
ま
え
、
次
年
度
は
年
度
当
初
に
二
年
生
、

三
年
生
、
四
年
生
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
で
の
研
究
の
達
成
目
標
を
各
自
設
定

し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
効
果
的
な
学
習
や
研
究
発
表
を
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
今
年
度
は
春
学
期
が
テ
キ
ス
ト
講
読
、
秋
学
期
が
個
人
発
表

に
充
て
ら
れ
た
が
、
次
年
度
は
年
間
を
通
じ
て
、
テ
キ
ス
ト
講
読
と
個
人

発
表
を
並
行
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑨
⑪

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
熊
谷　

太
伸
（
三
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生

三
名
、
三
年
生
十
一
名
、
二
年
生
五
名

③
活
動
報
告

今
年
度
はR. S. Sharm

a

：Indiaʼs A
ncient Past, O

U
P, 206

を
講
読

し
た
。
古
代
イ
ン
ド
社
会
、
文
化
を
概
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
英
語

の
講
読
と
言
う
こ
と
で
こ
れ
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
途
中
か
ら
は
担
当
者

を
決
め
ず
に
、
訳
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
研
究
発
表
と
卒

論
指
導
が
ゼ
ミ
活
動
の
柱
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
三
年
生
の
段
階

か
ら
卒
論
を
視
野
に
入
れ
た
内
容
を
要
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。
後
者
の
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、
四
年
生
を
「
卒
論
指
導
」
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と
し
て
別
扱
い
と
し
、
ゼ
ミ
へ
の
出
席
を
義
務
づ
け
な
か
っ
た
。
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
教

員
と
の
討
論
を
通
し
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
卒
業
論
文

は
早
く
か
ら
取
り
組
ん
だ
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
差
が
出
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
二
部
は
卒
論
が
選
択
科
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
履
修
者

が
激
減
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　
「
イ
ン
ド
地
誌
」
も
昨
年
度
に
続
い
て
実
施
し
た
。
こ
れ
は
メ
ン
バ
ー

が
任
意
に
選
ん
だ
州
、
都
市
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
最
大
限
収
集
し
て
報

告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
充
実
し
た
発
表
が
多
か
っ
た
が
、
ウ
ェ
ブ

情
報
の
扱
い
や
発
表
態
度
に
つ
い
て
は
、
よ
り
き
め
細
か
い
指
導
が
必
要

で
あ
る
。

 

ま
た
、
後
期
か
ら
は
テ
ー
マ
を
自
由
に
設
定
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
た
。
ゼ
ミ
活
動
へ
の
活
発
な
参
加
を
期
待
し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
運
営
を
学
生
に
任
せ
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

山
口　

し
の
ぶ

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑩
⑫
（
Ⅱ
部
）

①
テ
ー
マ
「
仏
教
学
分
野
」

②
メ
ン
バ
ー　

幹
事
：
大
田
有
貴
子
（
三
年
生
）、（
幹
事
を
除
く
）
四
年
生

三
名
、
三
年
生
二
名
、
二
年
生
九
名

③
活
動
報
告

　

本
年
度
春
学
期
は
英
語
の
文
献
講
読
を
行
い
、
秋
学
期
は
個
人
発
表
を

中
心
に
ゼ
ミ
を
進
め
た
。
英
語
の
文
献
講
読
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、Robert E. Fisher

著
『
チ
ベ
ッ
ト
の
美
術
』（A

rt of T
ibet

）

を
使
用
し
、
学
生
が
和
訳
を
順
番
に
行
っ
た
。
ゼ
ミ
生
は
各
自
の
割
り
当

て
箇
所
の
予
習
を
確
実
に
行
っ
て
授
業
中
発
表
し
て
く
れ
た
の
で
、
授
業

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
ま
た
秋
学
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
個
人

で
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
二
、三
年
生
の
テ
ー
マ
は
マ
ン
ダ
ラ
、
イ
ン

ド
や
日
本
の
仏
像
、
仏
教
の
世
界
観
、
仏
教
建
築
な
ど
仏
教
の
美
術
や
文

化
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
四
年
生
は
卒
論
テ
ー
マ
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ

仏
教
」「
中
論
研
究
」「
近
代
日
本
仏
教
と
社
会
福
祉
」
な
ど
を
選
び
、
中

間
発
表
お
よ
び
卒
論
提
出
後
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

授
業
以
外
の
行
事
と
し
て
は
、
親
睦
会
（
食
事
会
）
を
数
回
行
っ
た
ほ

か
、
十
一
月
十
一
日
に
鎌
倉
の
寺
社
見
学
を
行
い
、
覚
園
寺
、
鶴
岡
八
幡

宮
な
ど
を
訪
ね
た
。
特
に
覚
園
寺
は
参
加
者
全
員
が
初
め
て
の
見
学
で
、

寺
院
関
係
者
の
説
明
の
も
と
所
蔵
の
仏
像
や
建
築
な
ど
を
堪
能
し
た
。
今

後
も
で
き
れ
ば
こ
の
よ
う
な
見
学
会
を
行
っ
て
い
き
た
い
。



─ 75 ─

平
成
二
十
四
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
平
成
二
十
年
度
以
前
の
旧

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
間
で
、
授
業
の
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
名
称
を
掲
載
し
た
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
何
か
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
と
ら
え
方
）	

柴
山　

滋

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ
（
仏
教
研
究
入
門
）	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ
（
仏
教
研
究
入
門
）	

伊
吹　

敦
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ
（
イ
ン
ド
学
研
究
入
門
）

	
	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ（
イ
ン
ド
学
研
究
入
門
）	

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近･

現
代
の
宗
教
思
想
家
）

	
	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
イ
ン
ド
思
想
史
）	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説
）《
春
》	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
諸
課
題
）《
秋
》	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
）

	
	

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
イ
ン
ド
思
想
研
究
）	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
）

	
	

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

	
	

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
初
期
仏
教
研
究
）	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
道
元
『
正
法
眼
藏
随
聞
記
』
を
読
む
）

	
	

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧
（
密
教
研
究
お
よ
び
イ
ン
ド
・
仏
教
美
術
の

研
究
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑨
⑪
（
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
の
基
礎
）

	
	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑩
⑫
（
仏
教
学
分
野
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
の
芸
能
《
春
》（
イ
ン
ド
芸
能
の
多
様
性
─
そ
の
中
心
と
周
縁
）

	
	

小
西
公
大
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
）
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橋
本
泰
元
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

イ
ン
ド
の
宗
教
Ｂ
（
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
思
想

の
展
開
）	

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

イ
ン
ド
の
風
土
と
文
化
《
秋
》（
造
形
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）

	
	

石
川　

寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
《
秋
》（
仏
教
の
仏
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
の
図

像
学
的
考
察
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
）

	
	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

イ
ン
ド
舞
踊《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と
理
論
）

	
	

久
保
田
幸
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
文
学《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）	
宮
本　

城
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
文
学
《
秋
》（
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か
ら
イ
ン
ド
文
学
を

見
る
）	
高
橋
孝
信
（
Ⅱ
）

キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
か
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景
を
思

想
的
・
歴
史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
学
ぶ
。）

	
	

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

華
厳
の
思
想
《
春
》（
華
厳
経
の
思
想
と
文
化
）	

金
本
拓
士
（
Ⅱ
）

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》（
現
代
の
社
会
問
題
解
決
に
積
極
的
に
か
か

わ
る
「Engaged Buddhism

」
に
つ
い
て
、
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
・

米
国
な
ど
の
仏
教
者
の
事
例
を
学
び
、
現
代
に
お
け
る
自
己
お
よ
び
仏

教
の
社
会
的
役
割
を
共
に
探
求
す
る
）	

戸
松
義
晴
（
Ⅱ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近･

現
代
の
政
治
思
想
家
）

	
	

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
《
春
》（
イ
ン
ド
古
代
史
と
法
典
文
献
の
歴
史
）

	
	

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
）

坐
禅
の
こ
こ
ろ
《
春
》（
こ
こ
ろ
の
坐
り
に
よ
っ
て
、
自
己
と
向
き
合
う
）

	
	

篠
塚
純
海
（
Ⅱ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅰ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）

	
	

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
Ｂ（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
初
級
文
法
）

	
	

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

社
会
と
宗
教
Ａ
（「
宗
教
」
の
社
会
性
と
個
人
性
）	

冨
澤
か
な
（
Ⅱ
）

社
会
と
宗
教
Ｂ（
イ
ン
ド
の
社
会
と
宗
教
と
そ
の
理
解
）	

冨
澤
か
な
（
Ⅱ
）

写
経
の
こ
こ
ろ
《
春
》	

張
堂
興
昭
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
宗
教
文
化
の
理
解
に
向
け
て
：
宗
教
の
不
思
議
を
考
え

る
）	

石
井
研
士
（
Ⅰ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ａ
（
ア
ジ
ア
宗
教
の
歴
史
と
現
状
）	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ
（
宗
教
学
の
諸
概
念
か
ら
ア
ジ
ア
宗
教
を
と
ら
え
る
）

	
	

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

宗
教
科
教
育
論
《
春
》（
仏
教
と
教
育
に
つ
い
て
）	

成
瀬
良
德
（
Ⅰ
）

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ･

Ⅱ
（「
宗
教
科
」
の
教
育
と
指
導
）	

成
瀬
良
德
（
Ⅰ
）

宗
教
間
の
差
異
と
対
話
Ａ（
春
学
期
は
宗
教
間
の
差
異
に
焦
点
を
あ
て
る
。

ま
ず
、
宗
教
学
に
お
け
る
理
論
を
学
ぶ
。
次
に
諸
宗
教
の
比
較
を
行
う
。

宗
教
は
文
化
の
基
底
で
あ
る
が
、
西
洋
と
東
洋
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
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く
、
神
道
や
仏
教
な
ど
日
本
の
諸
宗
教
の
違
い
に
も
目
を
向
け
る
。）

	
	

松
野
智
章
（
Ⅰ
）

宗
教
間
の
差
異
と
対
話
Ｂ（
秋
学
期
は
宗
教
間
の
対
話
に
焦
点
を
あ
て
る
。

宗
教
が
多
く
の
紛
争
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

宗
教
間
対
話
と
は
、
国
際
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
諸
宗
教
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。）	

松
野
智
章
（
Ⅰ
）

宗
教
と
は
何
か
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）	

島
田
茂
樹
（
Ⅰ
）

宗
教
と
は
何
か
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）	

島
田
茂
樹
（
Ⅰ
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
Ｂ
（
仏
教
な
ど
諸
宗
教
に
お
け
る
聖
者
と
は
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉	

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

初
期
仏
教
の
思
想
《
春
》（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
）
岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

禅
の
思
想
《
春
》（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）
伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

総
合
Ⅷ
Ａ
Ｂ
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践

─
）	
渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

卒
業
論
文
・
製
作

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
《
春
》（
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
）	

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅱ
《
秋
》（
唯
識
思
想
論
）	

橘
川
智
昭

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
思
想
と
文
化
）

	
	

山
口
し
の
ぶ

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）	

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）	

伊
吹　

敦

哲
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
）	

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

天
台
の
思
想
《
秋
》	

林　

鳴
宇
（
Ⅰ
）

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》（
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
上
座
仏
教
の
国
家
的
受
容
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
過
程
、
ま

た
主
要
経
典
の
概
要
把
握
）	

藪
内
聡
子
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
Ａ
（
東
洋
の
倫
理
思
想
─
チ
ベ
ッ
ト
の
倫
理
思
想
を
中
心
と
し

て
─
）	

島
田
茂
樹
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
Ｂ
（
東
洋
の
倫
理
思
想
─
神
秘
主
義
（
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
）
を
中

心
と
し
て
─
）	

島
田
茂
樹
（
Ⅱ
）

日
本
の
思
想
《
春
・
秋
》（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
）

	
	

伊
東　

聡
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
Ｂ
（
日
本
の
仏
教
を
行
学
二
道
の
視
点
よ
り
理
解

す
る
）	

蓑
輪
顕
量
（
Ⅰ
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
Ｂ
（
日
本
仏
教
の
思
想
─
仏
教
伝
来
か
ら
鎌
倉
時

代
ま
で
）	

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
） 

念
仏
の
思
想《
秋
》（
念
仏
の
思
想
の
特
性
を
理
解
す
る
）	

本
多
静
芳
（
Ⅰ
）

パ
ー
リ
文
献
講
読
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
）	

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
《
秋
》（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
特
徴
を
探
り
理
解

を
深
め
る
）	

橋
本
泰
元
（
Ⅱ
）

仏
教
と
社
会
福
祉
《
秋
》（
仏
教
の
行
っ
て
き
た
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史

的
展
開
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
証
し
、
現
代
に
必
要
と
さ
れ
る
仏
教

的
な
社
会
福
祉
の
あ
り
方
を
共
に
提
言
す
る
）	

戸
松
義
晴

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

	
	

橋
本
泰
元

仏
教
美
術
を
見
る
《
秋
》	

朴　

亨
國
（
Ⅱ
）
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仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
Ｂ
（『
法
華
経
』
を
読
む
）	

橘
川
智
昭
（
Ⅰ
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
Ｂ
（
人
間
の
根
源
は
何
か
？
─
宗
密
『
原
人
論
』
の

講
読
）	

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

仏
教
を
歩
く
《
春
》（
仏
教
を
体
感
し
よ
う
）	

伊
吹　

敦

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
（
仏
教
と
は
何
か
）

	
	

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
）

	
	

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

密
教
の
思
想
《
秋
》（
密
教
の
思
想
と
文
化
）	

金
本
拓
士
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
《
春
》（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）

	
	

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

ヨ
ー
ガ
の
こ
こ
ろ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
）

	
	

番
場
裕
之
（
Ⅱ
）

〈
大
学
院
〉

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ	

デ
レ
ア
ヌ
・
Ｂ
・
フ
ロ
ー
リ
ン

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ	

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ	

永
ノ
尾
信
悟

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ	

宮
本
久
義

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅱ	

丸
井　

浩

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ	

松
村
淳
子

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ	

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ	

山
口
し
の
ぶ

大
乗
仏
教
研
究
Ⅲ	

斎
藤　

明

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ	

竹
村
牧
男

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ	

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ	

橋
本
泰
元

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ	

渡
辺
章
悟

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ	

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ	

伊
吹　

敦

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ	

竹
村
牧
男
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平
成
二
十
四
年
度
卒
業
論
文

〈
Ⅰ
部
〉

松
原　

雄
太	
デ
ー
ヴ
ァ
と
ア
ス
ラ
の
善
悪

武
田　
　

鏡	

イ
ン
ド
人
の
死
生
観

古
瀬　

裕
晃	

現
代
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
か
ら
見
る
仏
教
─
『
魔
法
少

女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
』
を
中
心
と
し
て
─

關
野　

美
奈	

性
別
を
問
い
直
す
─
日
本
中
世
寺
院
の
稚
児
と
通
じ
て
─

高
木　

俊
次	

イ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ー
の
役
割
─
ニ
ザ
ー
ム
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
ダ
ル
ガ
ー
を
中
心
と
し
て

莊
田　

拓
矢	

「
イ
ン
ド
映
画
」
か
ら
見
る
イ
ン
ド
文
化

廣
澤　

将
利	

軍
事
面
か
ら
見
た
イ
ン
ド

小
林　

介
人	

イ
ン
ド
に
お
け
る
児
童
労
働
問
題

堀
内　

菜
美	

昔
話
か
ら
見
る
人
の
意
識
に
つ
い
て

市
川　

航
也	

金
銭
教
育
に
お
け
る
道
徳
性
の
問
題

北
林　

健
誠	

イ
ン
ド
の
外
資
規
制
～
外
資
規
制
を
巡
る
諸
問
題
と
今
後

の
行
方
～

小
出　

栄
作	

十
一
面
観
音

伊
藤　

頼
人	

マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
に
お
け
る
正
義

橋
本　

知
子	

イ
ン
ド
映
画
か
ら
見
る
イ
ン
ド
人
の
恋
愛
観
、
宗
教
観
─

映
画
『
ボ
ン
ベ
イ
』
を
中
心
に
し
て

長
谷
川
む
ん
な	

イ
ン
ド
民
俗
画
に
お
け
る
儀
礼
と
技
法
の
考
察
─
ミ
テ
ィ

ラ
ー
画
を
題
材
に
し
て

八
鍬　

良
介	

イ
ン
ド
に
お
け
る
自
動
車
産
業
の
変
遷

伊
藤　

善
晃	

『
マ
ヌ
法
典
』
と
『
実
利
論
』
の
王
権
論
に
つ
い
て

森　
　

隆
仁	

仏
教
徒
が
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
お
い
て
果
せ
る
役
割
に

つ
い
て

後
藤　

瑞
希	

日
本
に
お
け
る
葬
送
・
追
善
供
養
の
形
成
の
意
義

平
田
絵
理
奈	

輪
廻
転
生
か
ら
考
察
す
る
死
の
捉
え
方

伊
藤　

綾
夏	

叡
尊
の
思
想
と
そ
の
活
動

中
筋　

啓
介	

『
薬
師
如
来
本
願
功
徳
経
』
を
現
代
人
の
生
活
に
あ
て
は

め
て
実
践
す
る
─
『
薬
師
経
纂
解
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て

長
佐
古
さ
ゆ
み	

『
金
剛
頂
経
』
と
現
図
九
会
金
剛
界
曼
荼
羅
三
昧
耶
会
の

比
較

古
屋　

千
瑛	

常
行
三
昧
の
研
究
─
円
仁
始
修
説
を
中
心
と
し
て
─

大
中　

龍
承	

『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
で
み
る
初
期
仏
教
に
お
け
る
友
の

存
在

西
山　

隆
淑	

チ
ン
ナ
マ
ス
タ
ー

広
瀬　

祐
希	

現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
綿
農
業
～
零
細
綿
農
家
の
現
状
と

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
～

土
方　

健
矢	

古
代
イ
ン
ド
の
生
死
観

荻
島　

充
彦	

日
本
現
代
音
楽
と
イ
ン
ド
音
楽

大
谷　

真
紀	

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
説
話
文
学
に
見
ら
れ
る
「
笑
い
」

─
『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
』
に
み
ら
れ
る
滑

稽
話
を
中
心
に



─ 80 ─

渡
辺　

和
樹	

戦
国
期
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
武
装
化
に
つ
い
て
の
一
考

察
─
下
間
蓮
崇
を
基
点
に
み
る

菊
池　
　

共	

イ
ン
ド
近
代
史
に
お
け
る
ラ
ー
ム
・
モ
ー
ハ
ン
・
ロ
ー
イ

─
そ
の
活
動
と
思
想
に
つ
い
て
─

河
本　

拓
也	
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
寺
院
か
ら
み
る
イ
ン
ド
社
会
の
歴
史

的
背
景

多
門　

正
崇	

『
教
機
時
国
抄
』
か
ら
み
る
日
蓮

藤
﨑
友
桂
梨	

イ
ン
ド
の
教
育
の
変
遷
と
現
代
の
問
題
に
つ
い
て

野
口　

慎
矢	

禅
研
究
概
論

上
村
茉
梨
絵	

南
イ
ン
ド
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
建
築
美
術
の
特
徴
に
つ
い
て

鈴
木　

伸
幸	

『
百
五
十
頌
般
若
』
に
お
け
るrāga

の
一
考
察

北
島　

博
之	

中
論
研
究
─
な
ぜ
第
二
十
六
章
が
付
記
さ
れ
た
か
─

松
井　

走
馬	

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
を
通
し
て
よ
む
羅
刹
の
描
か
れ
方

─
ガ
ト
ー
ト
カ
チ
ャ
を
中
心
と
し
て
─

箕
輪　

拓
馬	

板
敷
山
弁
円
伝
説
の
考
察

康　
　

圭
吾	

イ
ン
ド
の
食
文
化
と
韓
国
の
食
文
化
の
比
較
─
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
と
陰
陽
五
行
説
の
観
点
か
ら
─

小
島　

智
恵	

空
海
の
教
育

中
澤
真
理
奈	

説
話
文
学
に
お
け
る
行
基
に
つ
い
て
─
説
話
に
現
れ
る
行

基
像
─

坂
本　

直
也	

サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ
～
全
映
画
作
品
の
考
察
～

〈
Ⅱ
部
〉

小
暮　

祐
輔	

東
西
霊
性
交
流
の
経
緯
と
そ
の
意
義

グ
ス
テ
ィ
・
ア
ユ
・
ク
ト
ゥ
ト
・
プ
ス
パ
ワ
テ
ィ

	

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
〈
サ
ラ
ス
ワ
テ
ィ
ー
・

プ
ジ
ャ
〉

藤
田　

奈
緒	

八
不
と
六
不
か
ら
み
る
空
思
想
に
つ
い
て

髙
木　

健
次	

渡
辺
海
旭
と
社
会
事
業
の
関
係
に
つ
い
て

籏
鉾　

美
砂	

近
代
の
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
発
展
─
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議

を
中
心
に
─

三
宮　
　

惠	

曇
鸞
浄
土
教
の
史
的
意
義

大
学
院
修
士
論
文

鮫
島　

有
理	

初
期
仏
教
に
お
け
る
次
第
説
法
の
研
究
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